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研究コンセプト︓エネルギーとCO2使⽤量を抑えた合成技術
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再生可能エネルギー
（風力、太陽光など）

CO2をニュートラル（±０）にするための要素

CCUS
(Carbon Capture, Utilization, and Storage)

CO2排出量の少ないエネルギー源

排ガス等からCO2を吸収して集める

地中に埋める
（CCS）

別の化合物に変える
（CCU）

CO2を出さない CO2を減らす
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化学反応
固体CO2源
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CO2

分解エネルギーを回避
全てのCO2を使い切らない

本研究
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固体CO2源を⽤いた反応
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カルボキシル化環化反応
（CO2をくっつけて、輪っかの構造を作る）

固体CO2源

重曹

キーポイント
原料の２倍量の重曹が必要

NaHCO3 + NaHCO3
↓

CO2 + Na2CO3 + H2O

原料

原料

原料



CO2源の探索
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最適な固体CO2源を厳選 面倒
固体CO2源のラインナップも増える…
→ 色んな化合物を作れる固体CO2源の探索が必要
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最適な固体CO2源を厳選 面倒
固体CO2源のラインナップも増える…
→ 色んな化合物を作れる固体CO2源の探索が必要

CO2を固体として輸送・保管
→ 正味のCO2量が問題

固体

CO2

重曹（NaHCO3）
反応に利用できるCO2量：26%

重炭酸アンモニウム（NH4HCO3）
反応に利用できるCO2量：56%



CO2源の探索
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投入したCO2の最大90%を有用な化学物質に変換できた
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その他の化合物合成へ展開中


